
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6回 ICHS2015（水素安全国際会議2015）は、HySafe（International Association for Hydrogen Safety）

の主催で、2015 年 10 月 19～21 日に横浜で開催されます。本会議は 2005 年より隔年で開催されてお

り、世界のエキスパートに、水素安全分野の新しい知見や情報に関する発表と議論のオープンプラット

フォームを提供してきました。会議のトピックは、基礎研究から応用研究・開発、標準化・規制までカバー

しています。 

水素は、地球規模のエネルギー問題に対する重要で不可欠なスマートソリューションです。燃料電池自

動車の実用化が直前に迫り、また水素利用が拡大しつつあるなか、今回の ICHS2015 は水素技術と水

素インフラの安全性について議論を行います。 

本会議のテーマとトピックの詳細は「ICHS 2015 テーマとトピック」をご覧ください。なお、ICHS2015 に提
出される論文は、科学的内容と水素安全性の観点からレビューされます。 

ICHS2015 は、特定テーマのプレナリセッション、トピックレクチャー、口頭発表とポスター発表から構成さ

れます。 

今回の会議では、近い将来における水素技術の市場導入の促進することを目指しています。 

 
 

ICHS 2015 会議のスコープ 

ICHS 2015 会議の構成 

水素安全国際会議 スポンサーとご支援のお願い 

2014 年 10 月 19～21 日 

横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ 

会 議 の 情 報 

会議ウェブサイト： www.ICHS2015.com 

問い合わせ先：  Marco Carcassi email: carcassi@ing.unipi.it 

 丸田 昭輝（㈱テクノバ） email: maruta@technova.co.jp 

 

（ローカルホスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回 ICHS2015（水素安全国際会議 2015）は、HySafe（International Association for Hydrogen Safety）の主催で、 
2015 年 10 月 19～21 日に東京で開催されます。本会議は 2005 年より隔年で開催され、世界のエキスパートに、水素
安全分野の新しい知見や情報に関する発表と議論のオープンプラットフォームを提供してきました。トピックは基礎研
究から応用研究·開発、標準化・規制までカバーしています。 
水素は、地球規模のエネルギー問題に対する重要で不可欠なスマートソリューションです。燃料電池自動車の実用化
が直前に迫り、また他の水素アプリケーションの展開が拡大しつつあるなか、ICHS2015 は水素技術と水素インフラの
安全性について議論を行います。本会議は次のような水素安全に関わる論文を募集しています。 
水素規制・基準標準、インフラの安全、水素技術展開における安全策、水素・水素混合気体の挙動、物性、事後分
析、インシデント、アクシデントとヒヤリ・ハット、材料・装置の水素影響、水素貯蔵の安全、リスク分析、燃料電池関連
の安全性 等。 
・本会議のテーマとトピックの詳細は「ICHS 2015 テーマとトピック」をご覧ください。 
・ICHS2015 に提出される論文は、科学的内容と水素安全性の観点からレビューされます。 

ICHS2015 は、特定テーマのプレナリセッション、トピックレクチャー、口頭発表とポスター発表から構成されます。 

今回の会議では、近い将来の水素技術の市場導入の促進を目指しています。 

 
 

ICHS 2015 会議のスコープ 

ICHS 2015 会議の構成 

組織委員会 

学術委員会 

論文募集 － アブストラクト提出締切 2014 年 12 月 31 日 

水 素 安 全 国 際 会 議 

Akiteru Maruta, Marco Carcassi, Andrei Tchouvelev, Marc Steen, Iñaki Azkarate, Thomas Jordan, Jay Keller, Suguru Oyama, 
Antonio Ruiz. 

Iñaki Azkarate, Daniele Baraldi, Herve Barthelemy, Luc Bauwens, Pierre Benard, Gilles Bernard-Michel, Dag Bjerketvedt, 
Marco Carcassi, Fabio Dattilo, Sergey Dorofeev, Vasco Ferreira, Marco Frezza, Javier Garcia, Oliver Gentilhomme, 
Stuart Hawksworth, Olaf Jedicke, Thomas Jordan, Shoji Kamiya, Jay Keller, Armin Keßler, Alexei Kotchourko, 
Frank Markert, Akiteru Maruta, Akiko Matsuo , Ad Matthijsen, Vladimir Molkov, Pietro Moretto, Ernst -Arndt Reinecke, 
Antonio Ruiz, Ulrich Schmidtchen, Trygve Skjold, Marc Steen, Andrei Tchouvelev, Andrzej Teodoreczyk, Alexandros 
Venetsanos, Franck Verbecke, Changjian Wang, Benno Weinberger, Steven Weiner, Jennifer Wen, Jinyang Zheng.  
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スポンサーとご支援のお願い 

Ａ – プラチナ： 1,500,000 円 

 貴社の PRの機会をご提供します（口頭発表 等）。 

 貴社から 4人までを参加無料といたします。 

 ICHS 展示会場で貴社の宣伝ブースを提供いたします。 

 貴社のパンフレットを、ICHS 広報資料やコンファレンスバッグにいれて、参加者に配布いたします。 

また貴社のロゴをウェブサイト、最終プログラム、論文集に表示いたします。 

 

 
 
Ｇ – ゴールド： 1,000,000 円 

 貴社から 2人までを参加無料といたします。 

 ICHS 展示会場で貴社の宣伝ブースを提供いたします。 

 貴社のパンフレットを、ICHS 広報資料やコンファレンスバッグにいれて、参加者に配布いたします。 

また貴社のロゴをウェブサイト、最終プログラム、論文集に表示いたします。 

 

 
 
Ｓ – シルバー： 500,000 円 

 貴社から 1人までを参加無料といたします。 

 ICHS 展示会場で貴社の宣伝ブースを提供いたします。 

 また貴社のロゴをウェブサイト、最終プログラム、論文集に表示いたします。 

 

 
 Ｄ – スペシャルサポート 

上記のスポンサーシップとは別に、会議運営に係るご支援を歓迎します。例えばディナー、ランチ、コー

ヒーブレークのご支援などがあります。その場合、貴社がご支援されていることを参加者にお知らせい

たします。また貴社のロゴをウェブサイト、最終プログラム、論文集に表示いたします。 

 

スポンサー・ご支援の詳細につきましては、以下のスポンサー担当にご連絡ください。 
 

アジアコンタクト： 丸田 昭輝  
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